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１ 参加者 

募集人数 応募者数 参加決定数 参加者数 

１６ ４３ １６ 

１６ 

（福井５・京都３・大阪２・愛知２・富山１・奈良１・

千葉１・滋賀１） 

 

２ 事業内容（概要） 
◆ねらい 

・ 若狭湾の自然の中で生活することを通して、自然の素晴らしさを味わう。 

・ 生活するなかで出てくる様々な課題の解決を通して、状況を受け入れる力を付ける。 

・ 自然、仲間と関わり合いながら生活することを通して、自己を理解する。 

 

◆期日・期間 

令和元年８月３日（土）～８月 10 日（土） ＜７泊８日＞ 

 

◆後援・協力団体 

後援：福井・岐阜・愛知・滋賀・京都各府県教育委員会 

協力団体：安藤スポーツ･食文化振興財団 

2019 年度自然体験活動支援事業 

「第 18 回トム･ソーヤースクール企画コンテスト」にて 

福井県キャンプ協会 

       連携内容：プログラムの普及啓発を目指した指導者の研鑽協力 

◆参加者分析 

 応募者 43 名の内訳は以下のとおり。 

 福井 京都 大阪 愛知 富山 奈良 千葉 兵庫 神奈川 岐阜 滋賀 合計 

過去の 

参加経験 

なし ９ ９ ３ ７ ２ １ １ １ １ ４ ５ 43 

あり １ ３ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ３ 10 

・参加募集 16 名に対して、幅広い 43 名の参加希望があった。昨年度までの 20 名に対して、 

約 2.2 倍数となった。43 名の内、10 名は過去に自然学校に参加した経験をもつリピーター 

で、5 名は過去に兄、姉が自然学校に参加した兄弟姉妹であった。その他、28 名が完全新 

規であった。昨年度からの応募増加について、過去に本事業に携わったスタッフの努力に 

よるものであると考えられる。 

・重点的に広報した地元福井からの応募者が 9 名となった。 

・今年度も募集要項（チラシ）に「初参加の方を優先します」という文言を付け加え、より

多くの子供たちに自然体験をさせたいという意思をアピールした。43 名のうち、10 名過去

に自然学校に参加した経験がある応募者がいたが、応募者多数ということで抽選から除外

した。 

・保護者の応募動機を見ると「兄、姉が長期のｷｬﾝﾌﾟに参加していて、下の子にも参加させた

い」（5 人）。「他の保護者から紹介、参加を進められて」（１人）。「私自身過去に若狭湾の

長期ｷｬﾝﾌﾟに参加して、子どもにも参加させたい」（１人）と、若狭湾の長期ｷｬﾝﾌﾟに強い期

待感を感じさせるものであった。また、「大自然の中で、普段出来ない経験をして成長して

ほしい」（16 人）と全保護者が本事業に期待を寄せていることが分かった。また、参加者

からの言葉では、海で思いっきり遊びたいという活動的な記述だけではなく、「両親がいな

くても出来る！ところ見せられるようになりたい。」「自分で、何でも出来るようになりた

い。」「自然の中で活動するうえでの知識を増やしたい。」など、逞しくなる自分をイメージ

する記述がたくさん見られた。また、「自分を逞しくするために、保護者に申し込まれた。」

（２人）いた。この２名は、小学生男子１名と中学生男子１名であり、それぞれ、「ｷｬﾝﾌﾟ

は楽しいのか。」「食事は自分で作ることができるのか。」という不安を抱えて、長期ｷｬﾝﾌﾟ

に臨んだ。 

「若狭湾 海の自然学校 ～矢代湾で生きる～」 
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◆企画のポイント 

 おおまかな日程は以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・自然と向き合いながら“生きる”（食べる・寝る・遊ぶ）ことを軸とし、前半で“身に付け

た”ことを、後半で“使いこなす”という経験ができるよう、活動内容を組み立てた。 

 ・天候や海の状況に合わせて活動できるよう、宿泊場所の候補として３つの無人浜を準備し

た。また、様々な行動パターンに対応できるよう、時間配分にゆとりをもたせた。 

 ・昨年度に引き続き、実施２週間前に事前説明会を行い、保護者の方にも本事業のねらいや

８日間の予定などを知っていただき、安心して本番に臨めるように準備を進めた。 

 

◆運営のポイント 

・「自然の状況に人間が行動を合わせる」という考え方に基づき、置かれた環境の中でできる

ことを精一杯楽しむという発想を大切にした。 

・無人浜での過ごし方を各自で選択できるようにし、自分に合った活動を自分のペースで取

り組むことの心地よさを味わいながら、主体的に行動することの楽しさとそれに伴う責任

について、活動を通して学べるようにした。 

・スノーケリングや釣りだけでなく、スケッチや観察など、子供たちの様々な興味関心に応

じて幅広い活動内容に対応できるよう、物品等の準備をした。 

 ・自然の中で生きる（食べる・寝る・遊ぶ）ことを通して、仲間とのつながりや自分自身の

ありのままの姿に気づき、よりよく生きようとする意識の高まりを見守った。また、自然

に対する気づきも毎日のふりかえりで想起し、自然に対する思いや考え方（自然観）を大

切にした。 

 ・自分の考えや思いと自分の言葉で語れるようになるための手段として、「語り場」を毎日行

った。「語り場」のスタートは、スタッフやボランティアの語りから始まり、各行動班で、

テーマに沿った内容で語るトレーニングを行った。最終日には、堂々と「私の夢作文」を

書けるようにコミュニケーション能力を高める活動を取り入れた。 

 

◆安全管理のポイント 

 ・活動してよい範囲を決めたり、海に入る時はジャケットの着用を義務付けたり、安全に活

動するためのルールを決め、それがどれだけ大切かを常に理解させるよう活動を進めた。 

 ・職員やボランティアによる子供たちの監視は、浜から・海上から・海中からと、その活動

の様子が常に把握できるような体制で行った。 

 ・疲れた時は休むということも活動の選択肢に入れ、子供たちが各自の体調や天候・海の状

況に合わせて、無理をせず活動できるよう配慮した。 

 ・熱中症対策として、いつでも冷えた水分が摂れるようにジャグを準備したり、塩分を含む

もの（塩あめ、塩ようかんなど）を捕食として子供たちやボランティアに配付したりした。

食事メニューにも、みそ汁を多く取り入れるなどの工夫をした。 

 

３ アンケート結果 
（１）アンケート 

質問内容 ４ ３ ２ １ 

事業全体をとおしてどうでしたか。 69% 31% 0% 0% 

この事業の活動内容はどうでしたか。 88% 12% 0 0 

事業全体の進め方はどうでしたか。 56% 38% 6% 0 

自然の家のスタッフはどうでしたか。 88% 13% 0 0 
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ボランティアのみなさんはどうでしたか。 63% 25% 12% 0 
                               ４満足 ３やや満足 ２やや不満 １不満 
※「自然学校をどれくらいの期間でしてほしいですか？」の質問に対し、もっと長く（２週間

くらい）が 31％、もう少し長く（10 日間くらい）が 38％、これくらい（１週間くらい）が 13％、

もっと短くが 18%であった。 

 

（２）参加者の夢作文より抜粋 

・私の夢の１つ目は、熊本県の阿蘇にある、阿蘇カドリードミニオンで働くこと。2 つ目の夢 

は、命に期限がある、犬や猫を救うためにボランティア活動をしたいです。 

（中１ 女） 

・私の夢は、サッカーに関する仕事に就くことです。もう一つ夢があります。それは、鉄道会 

社の JR に入ることです。 

（中１ 男） 

・僕の夢は、映画監督になることです。 

（小５ 男） 

・私の夢は、プロ野球選手です。 

（小５ 男） 

・私の夢は３つあります。１つ目は、看護師です。２つ目は、パティシエです。３つ目は、 

king&prince に会うことです。 

（小６ 女） 

・私の夢は２つあります。１つ目は、プロのカヌー選手で、２つ目は、学校の先生です。 

（小５ 男） 

・僕の夢は、保育士になることです。 

（小６ 男） 

・私の夢は、ｷｬﾝﾌﾟに関わることをしてみたいです。理由は、今回のｷｬﾝﾌﾟで自然と関わること

が凄い楽しいことだと分かったからです。 

（小５ 女） 

・私の夢は、卓球のコーチになることです。卓球と人に教えることが大好きだからです。 

（中２ 男） 

 

４ 成果と課題 

（１）成果 

昨年度の課題として、子供たちの変容がどの程度かを測定する手法や、表現方法について 

は追究の余地があった。機構の教育事業方針では「参加者の感想・行動など個人の変容を把 

握する質的な評価を実施」とあり、今回は、行動班と班付ボランティアと語り合う「語り場」 

を設定し、毎日テーマを決めて語る中で自分を客観的に話すトレーニングとなった。また毎 

日の振り返りを記載させ、ボランティアスタッフが朱書きをするなど、日々の意識の変容を 

捉えた。自分のことを仲間の前で語ると活動は、「主体的・対話的で深い学び」につながると 

考えられると共に、自分を客観的に捉えることができると考えられる。その成果物として「私 

の夢作文」を全員書き上げることにつながった。 

  資料①は、本事業の設計図である。資料②は、７月２１日に海の自然学校事前説明会実施 

 した際に、参加者本人に書かせたアンケートである。多くの参加者が、思いを伝えたり、書 

 き綴ることが苦手であったり、慣れていない様子が見て取れた。本事業中に、繰り返し、書 

 くことと話すことを主体的に取り組むことで、資料③（８月３日）資料④（８月１０日）の 

ように変化が表れていることが分かる。 

・下線文 a「今日のわたしについて」声をかけてくれたりして本当に嬉しかったです。 

・下線文 b「今日のなかまについて」仲のよさも深まりました。 

・下線文ｃ「私の夢」自分は、ずっとなんでもできると思いました。このｷｬﾝﾌﾟで気づいたこと 

は、二人でやれば二倍速くなる三人でやれば三倍早くなる。たとえば自分がテントをはるよ 

りも二人でやれば早くなると思っていませんでした。 
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資料①から資料③の抽出生は同一人物であり、参加者の中でもとりわけ問題行動が多い児童 

であったが、事業中に、仲間を信頼し、自分の思いをまとめ、発表できる力が身に付き始め 

たと考えられる。最終日の夢作文では、しっかりと自分の思いと、将来の夢を述べることが 

できている。 

個人の変容を把握する質的資料①～③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料②】 【資料③】 

下線文 b 

下線文 a 

【資料①】 
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（４）（３）の裏付けについて 

 

本事業の目標や展開について、職員や参加者クリアに提示することを担当者として大切にし

た。資料⑤の通り、８日間の活動や目標、語り場のテーマなど見える化して、見通しを持って

活動できるように配慮した。参加者のしおりには、目標を「次回予告」として自分の未来の様

子をイメージできるように提示をした。職員や参加者が安心して活動できることは何より大切

である。参加者の長期の見通しが付けられただけではなく、職員間の連携や事業に対しての理

解が進んだ結果、よりよい事業になったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題 

【資料④】 下線文 c 

【資料⑤】 
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●今年度は、８日間天候が悪化することもなく、予定通り活動することができた。次年度以

降もこの状況が続くとは考えにくいため、弾力的な対応ができるように、「宮の浜」「かた

ぼこ浜」「大浜」「岩の沢」「夕日の広場」など状況に応じて活動できる場所を確保する必

要がある。また、本事業の計画が３年を迎え、リニューアルの時期を迎えた。次年度以降、

若狭湾の看板事業をどのように展開については、より多くの職員で検討していく必要があ

ると考える。 

●多くの応募者に鑑み、次年度以降の自然学校の定員を増やすことも検討したい。以前は、

カヤックでの長距離移動をメインとしていたため、外海を安全に航行できる上限として

定員を 16 名と設定した。昨年からの無人浜へ移動して遊ぶことをメインとしている自然

学校であれば、20 名前後でも安全の確保が可能であろうと考える。ただし、シーカヤッ

クの老朽化により更新も必要であろう。また、台風被害によりシングルのシーカヤック

も現状不足している。さらには、同日の教育支援も考えると、環境整備は急務である。 

●事業後の職員アンケートによる記載からは、「業務分担については、担当となっている職

員も、利用団体の直接指導や給与計算などによりすべての行程に携われないことは今後

も続いていくだろう。また、船の操船の為に浜泊ができないなど、現状の職員数では浜

泊できる人数が限られてしまい、限られた職員のみに過大な負担がかかってしまった。」 

   「今回浜泊すべてに固定の２人が付いてみて、かなりしんどいことが分かった。今の形 

で役割分担的に浜泊担当者が他にいなかったのであれは、関わる職員を多くする他ない 

のではないか。それぞれが少しずつ関わる形でも良いと思う。(子ども達と行動を共にし 

てできる一体感も大事にしたいが、それ以上に安全管理上、職員の体力・気力・判断力 

等に余裕が必要だと感じる。)」 

運営については、「担当２名が、浜泊にすべてついていたのは体力的にかなりしんどか 

ったのではないか。宿泊対応を交代にし、主担当にしても、帰所後語り場は車で戻り、 

終わり次第帰る。朝は送りで参加できる限り負担を減らしてはどうか。」 

「毎年ボランティアの欠席が出て、欠席者の帽子を職員が買い取っている状況である。 

来年度からは、事前に欠席の場合でも帽子は買い取ってもらうが、それでも良いか事前 

に同意を取り、上記のように対応する方が良いと思う。」ボランティアに関しては、「物 

の管理・片付けなどを含め、もう少し自主的に子ども達に関わってもらいたかった。」 

上記のような意見をいただいた。 

本事業は、全日程を職員、ボランティアスタッフが帯同した。長期キャンプだからと 

のご意見もあるようだが、真夏の炎天下の中での活動は、体力的にも非常に厳しいのは 

事実。運営の見直しも今後必要になると考えている。 

５ 活動の様子 

（若狭湾海の自然学校事前説明会）令和元年７月 21 日（日）13:30～16:00 
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（若狭湾海の自然学校１日目～３日目）令和元年 8 月 3 日（土）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２～３日目） 
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（若狭湾海の自然学校 ４～６日目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（若狭湾海の自然学校 ７・８日目）～令和元年 8 月 10 日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


